
更生の花は
　    慈愛の土に咲き

文京区保護司会

令和 7年３月 25 日 第 586 号

INDEX
会長あいさつ「令和 6年度を振り返って」 ……………2
令和 6年度文京区保護司会関連団体交流会 ………3
学校紹介　明化小学校…………………………………4
令和6年度文京区立小中学校PTA会長・
青少年委員会会長との意見交換会 ……………………6

令和 6年度文京区保護司会合同班会 ………………7
令和 6年度第Ⅲ期定例研修／管外研修………………8
令和 6年度文京区保護司会年末全員集会 …………9
会務報告……………………………………………… 10
更女だより …………………………………………… 11
ホッと一息　あとがき ………………………………… 12

『情報』は文京区ホームページからもご覧になれます。



情報　第 586 号　令和 7年 3月 25 日　2

令
和
６
年
度
を
振
り
返っ
て

文
京
区
保
護
司
会 

会
長
　
亀
田  

一
良

令
和
６
年
度
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
少
し
の
制
約
は
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
文
京
区
保

護
司
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
い
く
つ
か
の
行
事

に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
ま
ず
７
月
に
行
っ
て
い
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
に
つ
い
て
で
す
。
文
京
区
で
は
東
京
ド
ー
ム

周
辺
広
報
啓
発
活
動
、
文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る

大
会
、
文
京
矯
正
展
、
こ
の
三
つ
を
柱
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
文
京
大
会
と
文
京
矯
正
展
は
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
の
屋
内
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

東
京
ド
ー
ム
周
辺
広
報
啓
発
活
動
は
屋
外
で
行
っ
て

い
る
行
事
で
す
。
こ
の
啓
発
活
動
は
７
月
が
重
点
期

間
な
の
で
こ
の
時
期
に
行
う
の
は
基
本
で
す
が
、
こ

の
数
年
猛
暑
ま
た
急
な
雨
の
た
め
決
行
す
る
か
、
中

ふ り か え り

止
に
す
る
か
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
判
断
を
決
め
か
ね
て

い
ま
す
。
こ
の
行
事
を
現
行
通
り
行
っ
て
い
く
か
、

時
期
を
変
更
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
管
外
研
修
で
す
。
今
年
度
は
昨
年
度
の
川
越

少
年
刑
務
所
に
続
き
、
12
月
に
東
京
拘
置
所
に
行
き

ま
し
た
。
研
修
部
に
は
大
変
苦
労
を
か
け
ま
し
た

が
、
無
事
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
対
象
者
が
ど

の
様
な
所
で
、
ど
の
様
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か

を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
特
に
任
命
が
浅
い
人
に
は

大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
２
年
前
の
文
京
区
青
少
年
関
連
団
体
交
流
会

で
文
京
区
に
児
童
相
談
所
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と

を
聞
き
、担
当
の
方
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
12
月
に
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

１
月
の
小
学
校
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
青
少
年
委

員
会
会
長
と
の
意
見
交
換
会
で
も
講
演
し
て
い
た
だ

き
、
２
月
に
保
護
司
会
と
し
て
内
覧
し
て
理
解
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
大
き
な
課
題
と
し
て
我
々
保
護
司
の
人
数

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
ブ
ロ
ッ

ク
別
協
議
会
で
何
年
か
取
り
あ
げ
ら
れ
議
論
し
て
き

ま
し
た
。各
区
と
も
色
々
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
と
い
っ
た
名
案
は
な
く
地
道
に
努
力
し
て
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
文
京
区
の
保
護
司
の
定
員
数
は

82
名
で
す
が
、
現
在
は
65
名
（
警
察
の
役
職
保
護
司

を
含
む
）
で
す
。
来
年
度
は
5
名
の
退
任
者
（
特
別

再
任
者
2
名
含
む
）
が
出
る
予
定
で
す
。

　
文
京
区
は
我
々
が
扱
う
事
件
数
が
あ
ま
り
多
く
な

い
の
で
現
状
で
の
対
応
は
可
能
で
す
が
、
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
に
は
少
し
不
安
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
人
は
と
思
う
人
が
い
れ
ば
推
薦
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　
い
く
つ
か
思
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
皆
で
保
護
司
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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令
和
６
年
度
　
文
京
区
保
護
司
会
　
関
連
団
体
交
流
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
副
部
長
　
深
野 

幸
江

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
程
、
多
く
の
人
が
利
用
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
便
利
で
あ
る
反
面
、
使
い
方
に

よ
っ
て
は
怖
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
巡
っ
て

は
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
性
犯
罪
、
闇
バ
イ
ト
の
勧
誘
な
ど
の

事
件
も
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
58
％
、
中

学
生
96
％
（
モ
バ
イ
ル
社
会
白
書
２
０
２
４
，
11
）
と
の

調
査
結
果
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ

ト
利
用
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
は
こ
ど
も
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
に
焦
点
を
当
て
て
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
「
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
現
状
　
～
こ
ど
も
た
ち
を
守

ろ
う
～
」
と
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１　

こ
ど
も
を
巻
き
込
む
サ
イ
バ
ー
犯
罪
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用

犯
罪
）

　
利
用
者
本
人
で
な
い
者
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
本
人
の

日
時　

令
和
６
年
11
月
８
日
（
金
）　

午
後
６
時
30
分
～

場
所　

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ａ

テ
ー
マ　
「
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
現
状　

～
こ
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
～
」

講
師　

警
視
庁
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
本
部　

　
　
　

対
策
第
２
担
当　

係
長　

警
部　
　

疋
田　

祥
久
氏

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

主
任　

警
部
補　

萩
原　

好
一
氏

ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
っ
取
り
、
本
人
に
な
り
す

ま
し
て
の
投
稿
や
発
信
、
個
人
情
報
の
閲
覧
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
な
ど
を

行
う
。
対
策
は
、
二
要
素
認
証
を
設
定
す
る
、
ア
カ
ウ
ン

ト
情
報
は
他
の
人
に
知
ら
せ
な
い
、
Ｄ
Ｍ
等
の
内
容
に
不

審
を
感
じ
た
ら
他
の
手
段
で
確
認
す
る
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は

複
雑
で
長
い
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

２　

こ
ど
も
を
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
（
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
）

　
こ
ど
も
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
状
況
を
周
り
の
大
人
が
気
づ
い

て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
ど
も
の
中
に

は
不
適
切
だ
と
気
づ
か
ず
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
犯
罪
か
ら
こ
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず
大
人
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
能
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の

上
で
、こ
ど
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
怖
い
も
の
で
あ
り
、

利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に

繋
が
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
実
例
を
も
と
に
話
し
、
使
い

方
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３　

最
近
は
や
り
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
脅
威
と
対
策

　
偽
り
の
Ｈ
Ｐ
に
誘
導
し
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
や
、
ア
カ
ウ

ン
ト
情
報
を
盗
む
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
、
偽
り
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
警
告
を
表
示
し
Ｐ
Ｃ
操
作
を
不
能
に
し
て
サ
ポ
ー

ト
名
目
で
金
銭
を
騙
し
取
る
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
が
増
え
て
い

る
。
対
策
と
し
て
は
、
添
付
を
安
易
に
開
か
な

い
こ
と
や
示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
な

い
、
著
名
人
や
見
ず
知
ら
ず
の
人
か
ら
の
勧
誘

に
乗
ら
な
い
よ
う
心
が
け
る
。
ま
た
、
偽
警
告

に
表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
連
絡
し
な
い
、
警

告
画
面
の
サ
イ
ト
を
閉
じ
る
こ
と
も
被
害
に
遭

わ
な
い
こ
と
に
繋
が
る
。
警
視
庁
で
は
「
サ
イ

バ
ー
犯
罪
対
策
課
相
談
窓
口
」
を
設
け
、
サ
イ
バ
ー
事
案

に
関
す
る
通
報
・
相
談
・
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
、
我
が
子
の
ス
マ
ホ
利
用
に
不
安
を
感
じ

る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
詐
欺
に
あ
っ
た
、
Ｐ
Ｃ
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
し

た
、
本
物
と
偽
り
の
区
別
が
つ
き
に
く
い
メ
ー
ル
が
多
く

な
っ
た
、
ス
マ
ホ
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
保
存
す
る
の
は
大
丈

夫
か
、
な
ど
の
ネ
ッ
ト
犯
罪
を
心
配
す
る
話
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
利
用
が
多
く
な
っ
た
現
状
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
交
流
会
で
し
た
。

　
講
師
の
話
を
伺
い
、
こ
ど
も
た
ち
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
犯

罪
か
ら
守
る
行
動
を
大
人
が
取
る
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
ひ
い
て
は
自
ら
の
ネ
ッ
ト
犯
罪
防
止
に
も

繋
が
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

※
今
年
度
参
加
者
46
名

区
長
、
教
育
長
、
福
祉
部
長
、
福
祉
政
策
課
長
、
区
議
会
議
長
、
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
、
校
長
会
、
民
生・児
童
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、

青
少
年
委
員
会
、
青
少
年
健
全
育
成
会
、
町
会
連
合
会
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
、
文
京
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
東
京
保
護
観
察
所
主
任
官
、
更
生
保
護
法
人

東
京
実
華
道
場
、
更
生
保
護
女
性
会
、
保
護
司
会
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「
地

域
の
学
校
　
明
化
小
学
校
。
温
か

な
地
域
の
皆
様
に
感
謝
」
こ
れ
が

開
校
百
五
十
周
年
の
記
念
行
事
を

終
え
た
私
の
今
の
気
持
ち
で
す
。

　
令
和
六
年
は
、
明
化
小
学
校
の
開
校
百
五
十
周
年

を
祝
い
、
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
振

り
返
る
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
開
校

百
五
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
記
念
式
典
・
祝
賀

会
、児
童
向
け
に
は
記
念
児
童
集
会
や
横
断
幕
作
り
、

お
祝
い
給
食
の
献
立
作
り
等
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

通
常
の
体
育
学
習
発
表
会
や
明
化
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
展
覧
会
も
記
念
行
事
と
し
て
工
夫
を
凝

ら
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
念
行
事

等
を
行
う
に
当
た
り
、
地
域
、
保
護
者
、
同
窓
生
の

皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
で
、
明
化
小
の
歴
史

等
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

【
開
校
当
時
の
様
子
】

　
本
校
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
八
月
三
十

日
に
私
立
「
明
化
学
校
」
と
し
て
小
石
川
区
原
町
の

浄
土
寺
を
借
り
て
、
教
員
三
名
、
児
童
二
十
名
で
開

校
さ
れ
ま
し
た
。
文
明
開
化
の
言
葉
よ
り
「
明
化
」

と
名
付
け
ら
れ
た
校
名
か
ら
は
、
進
ん
だ
文
化
を
取

り
入
れ
、
新
し
い
日
本
を
築
く
子
供
を
育
て
る
と
い

う
強
い
願
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
学
校
の

敷
地
は
四
か
ら
五
度
の
移
転
の
の
ち
、
明
治
三
十
五

年
に
現
在
の
土
地
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
こ
の
土
地

は
、元
々
区
が
徳
川
家
よ
り
借
り
た
も
の
で
、当
時
、

桑
畑
だ
っ
た
土
地
を
子
供
た
ち
が
昼
休
み
を
利
用
し

て
桑
の
根
っ
こ
を
掘
り
、
手
に
ま

め
を
つ
く
り
つ
つ
校
庭
に
し
た

そ
う
で
す
。

【
永
く
愛
さ
れ
て
き
た
旧
校
舎
】

　
昭
和
五
年
に
建
築
さ
れ
、
本
校

に
関
わ
っ
た
多
く
の
教
職
員
や

子
供
た
ち
、
地
域
の
方
々
の
学
校

に
寄
せ
た
思
い
が
伝
わ
る
旧
校

舎
も
本
校
の
自
慢
で
し
た
。
ど

開
校
百
五
十
周
年
を
終
え
て

文
京
区
立
明
化
小
学
校
長　

熊
倉 

勝

ん
な
地
震
に
も
耐
え
る
と
の
強
い
決
意
が
感
じ
ら
れ

る
太
い
柱
。
磨
き
込
ま
れ
た
壁
板
。
角
が
擦
り
減
っ

た
木
製
階
段
。
ア
ー
チ
型
の
高
い
天
井
。
往
時
の
職

人
の
技
が
光
る
数
々
の
建
具
等
、
当
時
の
最
先
端
の

技
術
が
注
が
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
校
舎

は
、
九
十
四
年
間
、
本
校
の
児
童
を
見
守
り
続
け
た

の
で
す
。

【
旧
校
舎
と
の
お
別
れ
会
】

　
令
和
二
年
に
始
ま
っ
た
校
舎
改
築
工
事
に
伴
い
、

残
念
な
が
ら
旧
校
舎
が
解
体
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

旧
校
舎
と
完
全
に
別
れ
を
告
げ
る
令
和
五
年
七
月
に

「
旧
校
舎
と
の
お
別
れ
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
お
別

れ
会
に
は
、
来
賓
・
地
域
の
方
が
約
八
十
人
、
同
窓

生
が
約
二
百
人
、
さ
ら
に
多
く
の
子
供
と
保
護
者
が

来
校
し
、
総
勢
四
百
人
を
超
え
る
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
七
月
か
ら
始
め
た
「
屋
上
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
あ
り
が
と
う

集
会
」、「
お
別
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
等
の
旧
校
舎
と
の
お
別
れ
イ
ベ
ン

ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
盛
大

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
も
参
加
し
た
器
楽
部
の
演
奏
は

圧
巻
で
、
会
に
花
を
添
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
旧
校
舎
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
心

温
ま
る
内
容
の
も
の
が
多
く
、
旧
校
舎
が

多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
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た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。旧
校
舎
の
屋
上
ア
ー
ト
は
、

と
て
も
す
て
き
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
残
し
て
お
き
た
い
と
思
え
る
ほ
ど
、
未
来
へ
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
明
化
小
ら
し
さ
を
感
じ

る
見
事
な
出
来
栄
え
で
し
た
。

【
明
化
小
の
伝
統
】

◯
静
心
の
鐘

　「
静
心
」
と
は
「
落
ち
着
い
た
心
」「
心
を
落
ち
着

け
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
明
化
小
学
校
が
明
化
国

民
学
校
に
な
っ
た
年
（
昭
和
十
六
年
）
に
寄
贈
さ
れ

て
か
ら
、
こ
の
学
校
の
子
供
た
ち
は
こ
の
鐘
の
音
を

聴
い
て
育
ち
ま

し
た
。
開
校
百

周
年
を
機
に
、

毎
週
月
曜
日
の

全
校
朝
会
で
、

六
年
生
が
こ
の

鐘
を
鳴
ら
し
、

全
員
で
学
校
教

育
目
標
を
唱
え
て
か
ら
校
歌
を
歌
っ
て
心
を
整
え
る

活
動
が
始
ま
り
、
今
で
も
伝
統
と
し
て
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

◯
器
楽
部
の
活
動

　
六
十
年
以
上
前
に「
鼓
笛
隊
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
ま
で
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い

る
伝
統
あ
る
部
活

動
で
す
。
四
年
生

以
上
の
有
志
児

童
が
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
多
い
と

き
に
は
百
二
十
名

を
超
え
る
部
員
が

在
籍
し
て
い
ま
し

た
。（
令
和
六
年

度
の
在
籍
者
は

七
十
三
名
）

【
新
校
舎
と
共
に
未
来
へ
】

　
校
舎
改
築
工
事
も
終
盤
に
入
り
、
今
年
の
十
一
月

末
に
新
校
舎
が
完
成
し
ま
す
。
現
在
建
築
し
て
い
る

新
校
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、『
復
元
的
改
築
』。
明
治

か
ら
令
和
ま
で
の
“
想
い
”
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
旧
校
舎
の
よ
さ
を
残
し
つ
つ
、
新
た
な

時
代
に
即
し
た
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
新
校
舎
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
校
庭
整
備
を
行
い
、
完
了
は
令
和

八
年
十
月
末
で
す
。

　
明
化
小
学
校
を
地
域
の
学
校
と
し
て
ま
す
ま
す
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
皆
様
の

お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真提供：国際総合企画

新校舎イメージ図（北側より）
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保
護
司
と
文
京
区
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長・

青
少
年
委
員
会
会
長
と
の
意
見
交
換
会

総
務
部
副
部
長
　
山
口 

淳

日
時　

２
０
２
５
年
1
月
31
日
（
金
）
午
後
6
時
〜

場
所　

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ 

議
長
：
副
会
長　

伊
藤
泰
子

司
会
・
保
護
司
の
役
割
説
明
：
総
務
部
副
部
長　

山
口 

淳

文
京
区
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
青
少

年
委
員
会
会
長
と
の
意
見
交
換
会
が
、

例
年
通
り
多
く
の
関
係
者
を
お
迎
え
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
参
加
者
：
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
17
校
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
6
校
）。

　
ま
ず
保
護
司
会
亀
田
会
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
、
保

護
司
会
メ
ン
バ
ー
の
自
己
紹
介
に
続
き
、
各
校
・
青

少
年
委
員
会
の
参
加
者
か
ら
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
本
年
度
は
令
和
7
年
度
よ
り
文
京
区
に
開
設
さ
れ

る
児
童
相
談
所
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

お
話
は
、
文
京
区
子
ど
も
家
庭
部 

児
童
相
談
所
開

設
準
備
担
当
部
長
の
　
栗
山
　
仁
様
　
に
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。
丁
寧
な
レ
ジ
ュ
メ
（
17
ス
ラ
イ
ド
）

を
準
備
い
た
だ
き
、
児
童
福
祉
法
の
施
行
か
ら
児
童

相
談
所
の
変
遷
を
た
ど
り
、
都
内
で
10
番
目
に
設
置

さ
れ
る
区
立
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
設
置
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
①
き
め
の
細
か

い
児
童
相
談
所
の
実
現
を
目
指
す
。
②
関
係
機
関
と

の
更
な
る
連
携
強
化
に
努
め
る
。
③
児
童
虐
待
の
未

然
防
止
に
取
り
組
む
。
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
の

質
疑
応
答
で
は
割
り
当
て
た
時
間
を
超
過
す
る
ほ
ど

活
発
な
や
り
と
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
総
務
部
副
部
長
よ
り
『
保
護
司
の
役
割
に

つ
い
て
』
と
題
し
、
簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
配
布
レ
ジ
ュ
メ
：
17
ス
ラ
イ
ド
）。

説
明
を
受
け
、
副
会
長
が
議
長
と
な
り
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
よ
り

多
く
の
方
に
『
保
護
司
の
存
在
や
役
割
』
を
知
っ
て

い
た
だ
く
活
動
を
今
後
も
継
続
し
て
行
い
た
い
と
考

え
ま
す
。
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令和 6 年度 文京区保護司会 合同班会
日　時：令和 7 年 2 月5 日（水）　午後 6 時 30 分〜
場　所：文京区民センター3A
講　師：長谷川義貢 統括保護観察官／荒井智深 保護観察官
テーマ：『保護観察所における薬物事犯者に対する取り組み』

【３】逆境的小児体験（ACEs）により子どもの脳は傷
ついている
　虐待や貧困、家庭内暴力等、小児期に辛い体験をした
子どもの脳は、前頭前野や海馬の容積が減少するなど深
刻なダメージを受けます。このダメージは長期にわたっ
て生きづらさを引き起こし、それを和らげるための薬物
依存につながることがあります。

【４】依存症は回復できる「病気」である
　病気の人に「なぜ病気になったのか！」と叱責するこ
とは無意味です。「無知の姿勢」で病気を理解すること
に努め、苦しむ人に寄り添い、「辛い」「苦しい」と気持
ちを伝えることができるような関係性を、保護観察所・
保護司と家族、そして地域が連携して構築することが、
回復への道です。

【５】保護司にしかできないことがある
　保護司はセラピストではありません。地域に根差し、
人との繋がりを駆使しながら依存症に苦しむ人に寄り添
い、支え、保護観察期間後は「良き隣人」になることが
できる唯一無二の存在なのです。

　以上、保護司の使命の重さを改めて認識する、貴重な
機会となりました。

　テーマは「薬物」でしたが、薬物依存に限ら
ず、犯罪の背景には様 な々依存症（アルコール、
ギャンブル、買い物、窃盗等）があること、また、
さらにその根底には罪を犯してしまう人のトラウ
マ的な体験や生きづらさがあり、彼らが何かに
依存することで、何とか辛さを乗り越え、生き延
びているということを理解することが、保護司に
とって不可欠であることを学ぶことができました。
　個人的に「依存症」について、「何かに依存
しなければ生きていけない弱い人がなるもの」、「困難
な現実に向き合わず一時の快楽に逃げている」といっ
たイメージを長らく抱いてきましたが、保護司として対
象者と向き合いながら、先輩方、専門家の先生方から
お話を聞くたびに、この偏ったイメージが覆され、新た
な視座をいただいています。特に、今回の講演で目を
開かされた点について、いくつかご紹介いたします。

【１】薬物使用は環境要因との相互作用によって始
まる
　心が弱い人や、欲望におぼれた人が薬物に手を出
すのではありません。誰しもが持つ好奇心、悩み、
挫折、成功体験、居心地の悪さ、生きづらさ、身体
的な苦痛など、さまざまな環境要因が作用し、薬物
使用は始まります。つまり、誰もが薬物を使用し、
依存する可能性があります。

【２】依存症を理解するためには「共依存」の理解
が必要
　薬物事犯のケースでは、引受人が対象者に薬物を
買うお金を渡してしまうことがあります。この背景
には、引受人の共依存（他人の世話を焼くことでし
か自分の価値を認められない、といった性向など）
がある可能性があります。

　合同班会の機会を利用し、心理・福祉の専門家として精神科医療に従事された経験のある長谷川統括保護
観察官と荒井保護観察官のお二人から、標題のテーマでご講演いただきました。
　

富坂班 世話人　岩本 祐輔
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令和６年度　第Ⅲ期定例研修
令和 7 年 2 月18 日（火）午後 3 時～　文京区民センター2A

テーマ：「被害者等の思いに応える更生保護としょく罪指導プログラム」
講　師：荒井智深 保護観察官　　　　　　　　　　　       研修部　塩川 浩司

　本年度の更生保護行政の重点項目という
のが、犯罪被害者等の思いに応える更生保
護の取組の推進になっています。それを踏
まえ、今回の研修の内容とねらいは、２項
目ありました。ひとつは、令和５年 12 月施行の改正
更生保護法第３条に掲げられた、更生保護の措置を
とるに当たっては、被害者等の被害に関する心情、
被害者等の置かれている状況等を十分に考慮すべ
き旨が、運用の基準になったことへの理解を深める
ことです。もうひとつは、文京区でもすでに実施され
たケースもあるそうですが、今後は、しょく罪プログラ
ムがついてくる対象者があるということです。これは
保護観察官が実施していくのではなく、保護司が実
施していくプログラムとなるので、どういう点に配慮し

て実施する必要があるのかということの説明
を受けました。
　今回の改正では、一般遵守事項に「被
害者等の被害を回復し、又は軽減するため

にとった行動の状況について申告等すること」が加
えられています。それに当たって、保護観察におけ
る指導監督の方法の変更もされました。しょく罪プロ
グラムの受講についても生活行動指針で設定される
ことになりました。保護司が実施するしょく罪プログラ
ムは、１「加害者の責任について知る」、２「被害
について知る」、３「謝罪や被害弁償について」、４「しょ
く罪の計画を立てる」の４つの課程を実施するそうで
す。荒井主任官には、これらの説明と参加者からの
疑問にも答えていただき、貴重な研修会でした。

令和６年度　文京区保護司会管外研修
令和 6 年 12 月13 日（金）　東京拘置所

　　　　　　　　　　　 東京拘置所〜灰色の高い塀の記憶〜　　　研修部　瀧田 巌陽
　今から 40 年以上も前、私がまだ小
学校低学年の頃です。灰色の高い塀
で囲まれた無機質な建物を、漠とした
恐怖と緊張感を何故か覚えつつ電車の
窓から見ていた記憶が有ります。その
後、テレビのニュース他で建物の映像を見る機会を
得て、その役割を認識しました。
　それが今回の管外研修で見学させて頂いた小菅
にある東京拘置所です。開設は1879年（明治12年）
と古く、当初は刑務作業を行う施設から始まり刑務
所機能だったとのこと。第二次世界大戦後にはこの
刑務所と巣鴨に有った拘置所が同居したり、拘置所
のみ巣鴨に復元されたりしましたが、首都圏整理計
画により1971 年に東京拘置所となったそうです。現
在の施設は 2003 年〜 2006 年にかけて完成。昔の
ように高い塀に囲まれた施設では無く、一部運動場

周囲に塀が有る以外は、建物自体が
厳重なセキュリティを有するハイテク施設
となっております。中から出るのは勿論、
外から入るのも不可能と思われ、流石
のトム・クルーズでも、かの映画のよう

にはいかないのではと想像してしまいました。
　尚、敷地内には 1929 年に建設された旧庁舎の
管理棟が現存しておりますが、そのモダンな佇まいに
より2024 年 8 月に国の重要文化財に指定されまし
た。喜劇王チャップリンも訪日の際に訪れ、この施
設の素晴らしさに感動されたそうです。
　東京拘置所に収容される人がいなくなる日。それ
は夢なのかもしれません。しかしそんな未来を夢見
て、明日からも日々を過ごして行きたい。現実の世
界に少しの寂寥を感じながら施設を後にしました。
貴重な機会を有難うございました。



　
年
末
全
員
集
会
は
、
山
口
淳
総
務
部
副
部
長
の

司
会
の
も
と
、伊
藤
泰
子
保
護
司
会
副
会
長
の「
開

会
の
言
葉
」、参
加
者
全
員
に
よ
る
「
保
護
司
信
条
」

の
唱
和
で
開
会
し
ま
し
た
。
亀
田
一
良
保
護
司
会

会
長
か
ら
、
今
年
度
は
、
今
ま
で
で
最
多
の
方
が

表
彰
を
受
け
た
こ
と
は
、
文
京
区
保
護
司
会
と
し

て
と
て
も
誇
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祈
念
し
て
い
る
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
令
和
６
年
度
受
章
者
、
受
彰
者
へ
の
表
彰
状
・

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、一言
ず
つ
、
保
護
司
の
使

命
と
活
動
へ
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
通
り
で
す
。

春
の
叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章
　
　
　
　
原
田
　
実

秋
の
叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章
　
　
　
　
伊
藤
　
泰
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
諭

秋
の
褒
章
　
藍
綬
褒
章
　
　
　
　
　
諏
訪
　
紀
子

法
務
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
古
田
憲
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
　
喜
子

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
　
　
米
岡
　
春
美
　

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

青
木
　
崇
弘

北
山
　
紀
子

富
田
　
直
美

宮
本
　
重
則

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
　
竹
原
　
健
造

東
京
保
護
観
察
所
長
表
彰
　
　
　
　
佐
藤
　
悦
子

田
和
健
太
郎

山
口
　
靑
子

東
京
都
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
川
　
清
　

出
村
　
美
子

真
鍋
　
匡
史

東
京
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
（
家
族
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
俊 

一 

　
こ
の
後
、
法
務
大
臣
と
関
東
地
方
更
生
保
護
委

員
会
よ
り
文
京
区
保
護
司
会
へ
贈
ら
れ
た
感
謝
状

令和 6 年度　文京区保護司会 年末全員集会
日時　令和 6 年 12 月 5 日（木）午後 4 時〜

                                        場所　文京区民センター 2A

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
鈴
木
裕
佳
福
祉
部

長
（
文
京
区
長
代
理
）、
白
石
英
行
文
京
区
議
会

議
長
、高
風
聞
由
美
香
民
間
活
動
支
援
専
門
官（
東

京
保
護
観
察
所
長
代
理
）、
時
田
千
里
文
京
区
更

生
保
護
女
性
会
会
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
温
か
い
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
来
賓
の
紹
介
が
あ

り
、
和
や
か
な
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
関
口
昌
彦
地
域
活
動
部
部
長
司
会

の
も
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
駆
け
付
け
て
い
た
だ

い
た
成
澤
廣
修
文
京
区
長
か
ら
、
文
京
区
児
童
相

談
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て
、
職
員
に
予
防
的
活
動

を
行
い
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
が
あ
る
こ
と
や
、
多

く
の
専
門
職
が
関
わ
る
こ
と
、
特
に
子
供
の
意
見

を
聞
く
立
場
の
専
門
職
が
置
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

の
挨
拶
が
あ
り
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　
変
え
な
い
こ
と
と
変
え
て
い
く
こ
と
を
見
極
め
な

が
ら
、
保
護
司
活
動
が
保
護
司
信
条
〈
私
た
ち
保

護
司
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
公
平
と

誠
実
を
旨
と
し
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更
生

に
尽
く
し
ま
す
。
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
す
べ

て
の
人
々
と
手
を
携
え
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
に

努
め
ま
す
。
常
に
研
鑽
に
励
み
、
人
格
識
見
の
向

上
に
努
め
ま
す
。〉
に
則
り
な
が
ら
、
心
を
つ
な
い

で
い
け
る
も
の
に
な
る
よ
う
、
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
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■
文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

文
京
矯
正
展 

令
和
6
年
7
月
11
日
（
木
）
～
13
日
（
土
）

10
：
00
〜
16
：
00 

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
区
民
ひ
ろ
ば 

出
席
者
： 

3
日
間
合
計
60
名
　
他
57
名
　

一
般
参
加
者
２
４
０
０
名 

　

刑
務
作
業
紹
介
、作
品
の
販
売
な
ど（
関
口 

記
） 

■
第
Ⅱ
期
定
例
研
修 

令
和
6
年
10
月
９
日
（
水
）
14
：
30
～
17
：
00 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ 

出
席
者
：
39
名 

個
人
情
報
保
護
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て                                       （
水
木 

記
） 

■
管
外
研
修 

令
和
6
年
12
月
13
日
（
金
）
13
：
00
〜
15
：
30 

於
：
東
京
拘
置
所 

出
席
者
：
26
名 

他
2
名

東
京
拘
置
所
沿
革
、
所
内
見
学 

　 （
市
川 

記
） 

■
第
３
回
自
主
研
修 

令
和
７
年
１
月
17
日
（
金
）
18
：
30
〜
20
：
15 

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
シ
ル
バ
ー
ホ
ー
ル 

出
席
者
：
29
名 

傾
聴
講
座                              （
市
川 

記
） 

■
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
組
織
運
営
連
絡
協
議
会 

令
和
6
年
10
月
29
日
（
火
）
14
：
00
〜
19
：
00 

於
：
台
東
区
民
会
館 

出
席
者
：
19
名
　
他
49
名 

本
年
度
協
議
テ
ー
マ
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
に
つ
い
て                        （
伊
藤 

記
） 

■
関
連
団
体
交
流
会 

令
和
6
年
11
月
8
日
（
金
）
16
：
30
〜
20
：
15 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
3
Ａ 

出
席
者
：
29
名
　
他
35
名 

講
師
：
警
視
庁
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

本
部
長
　
萩
原
好
一
氏

ネ
ッ
ト
犯
罪
の
現
状                 （
白
石 

記
） 

■
年
末
全
員
集
会
・
懇
親
会 

令
和
６
年
12
月
5
日
（
木
）
16
：
00
〜
18
：
30 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ 

出
席
者
：
41
名
　
他
20
名 

今
年
度
受
章
・
受
彰
者
の
表
彰
他  （
伊
藤 

記
） 

■
保
護
司
と
区
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
青

少
年
委
員
会
会
長
と
の
意
見
交
換
会 

令
和
7
年
1
月
31
日
（
金
）
18
：
00
〜
20
：
00 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ 

出
席
者
：
30
名
　
他
25
名 

児
童
相
談
所
開
設
準
備
部
長 

栗
山
仁
氏
に
よ

る
受
け
入
れ
内
容
の
説
明
他 

　
　（
伊
藤 

記
） 

■
正
副
会
長
会
議

令
和
6
年
10
月
1
日
（
火
）
18
：
30
〜
19
：
30 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
４
Ａ 

■
広
報
部
会
議

令
和
６
年
11
月
１
日
（
金
）
18
：
30
〜
19
：
45 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ｂ 

出
席
者
：
８
名 

情
報
５
８
５
号
校
正
及
び
５
８
６
号
編
集
会
議 

令
和
6
年
11
月
22
日
（
金
）
13
：
00
〜
15
：
00

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
５
Ｃ

出
席
者
：
9
名
　
更
女
8
名

情
報
５
８
５
号
発
送
作
業
及
び
会
議
（
山
田 

記
）

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
議

令
和
6
年
10
月
31
日
（
木
）
18
：
30
〜
20
：
00 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ｂ 

出
席
者
：
11
名 

関
連
団
体
交
流
会
に
つ
い
て
準
備
と
役
割 

（
今
井 

記
）

■
富
坂
班
会

令
和
6
年
10
月
3
日
（
木
）
18
：
30
〜
20
：
10 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ｂ 

出
席
者
：
13
名 

ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
研
修
、
諸
連
絡  

令
和
７
年
１
月
21
日
（
火
）
18
：
30
〜
20
：
00 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
3
Ｂ 

出
席
者
：
15
名 

役
員
選
考
委
員
選
出
、
世
話
人
選
出
ほ
か 

（
岩
本 

記
） 

■
大
塚
班
会 

令
和
6
年
11
月
19
日
（
火
）
18
：
30
〜
19
：
30 

於
：
大
塚
警
察
３
Ｆ
会
議
室 

出
席
者
：
９
名
　
他
１
名 

管
内
の
犯
罪
状
況
等
に
つ
い
て
ほ
か

令
和
7
年
1
月
23
日
（
木
）
18
：
30
〜
19
：
30 

於
：
大
塚
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー 

出
席
者
：
９
名 

選
考
委
員
、次
期
世
話
人
選
出
ほ
か （
西
川 

記
） 

■
本
富
士
班
会

令
和
6
年
10
月
18
日
（
金
）
18
：
30
〜
20
：
30

於
：
不
忍
通
り
ふ
れ
あ
い
館
4
Ｆ
会
議
室

出
席
者
：
10
名

事
例
報
告
、
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
ス
、
次
年
度
世
話

人
等
に
つ
い
て                          （
根
尾
記
）

■
駒
込
班
会

令
和
7
年
1
月
15
日
（
水
）
18
：
00
〜
20
：
30 

於
：
文
京
区
向
丘
「
岩
船
」 

出
席
者
：
7
名 

次
期
世
話
人
選
任
ほ
か 

　
　
　
　 （
岸
田 

記
） 

■
保
護
司
が
参
加
し
た
行
事 

第
74
回
社
明
運
動 

産
官
学
連
携
再
犯
防
止
推
進 

「
安
全
・
安
心
な
社
会
を
目
指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

令
和
6
年
10
月
16
日
（
水
）
13
：
00
〜
17
：
00 

於
：
東
京
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
５
号
館 

各
団
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

　
　 （
時
田 

記
） 

東
京
首
長
・
議
員
保
護
司
の
会 

東
京
都
保
護

司
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会 

令
和
6
年
10
月
11
日
（
金
）
16
：
00
〜
17
：
00 

於
：
法
曹
会
館 

出
席
者
：
２
名 

保
護
司
の
安
全
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み 

（
亀
田 

記
） 

ス
テ
ッ
プ
押
上
新
施
設
落
成
記
念
式
典 

令
和
６
年
11
月
6
日
（
水
）
14
：
00
〜
15
：
30 

於
：
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー 

出
席
者
：
21
名 

牧
原
法
務
大
臣
の
祝
辞
ほ
か 

　
　 （
伊
藤 

記
） 

 

令
和
６
年
度
東
京
更
生
保
護
事
業
関
係
者
顕
彰
式
典 

令
和
6
年
11
月
27
日
（
水
）
13
：
00
〜
16
：
00 

於
：
Ｊ
‐
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ー
ル
八
王
子 

出
席
者
：
14
名 

受
賞
者
の
表
彰
ほ
か 

　
　
　
　
　 （
伊
藤 

記
） 

文
京
区
更
生
保
護
女
性
会
管
外
研
修 

令
和
6
年
12
月
16
日
（
月
）
7
：
45
〜
18
：
20 

於
：
市
原
青
年
矯
正
セ
ン
タ
ー 

施
設
見
学
と
説
明 

　
　
　
　
　
　 （
亀
田 

記
） 

東
京
保
護
司
代
表
者
協
議
会 

令
和
6
年
12
月
18
日
（
水
）
13
：
30
〜
15
：
30 

於
：
東
京
保
護
観
察
所
集
団
処
遇
室 

持
続
可
能
な
保
護
司
制
度
検
討
会 

自
推
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

（
亀
田 

記
） 

新
年
合
同
互
礼
会 

令
和
7
年
1
月
10
日
（
金
）
18
：
00
〜
19
：
40 

於
：
法
曹
会
館 

合
同
新
年
会 

　
　
　
　
　
　
　
　 （
亀
田 

記
） 

■
そ
の
他
外
郭
団
体
へ
の
参
加

民
生
委
員
推
薦
会 

令
和
6
年
10
月
28
日
（
月
）
14
：
00
〜
15
：
00 

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
障
害
者
会
館 

民
生
委
員
児
童
委
員
の
候
補
者
に
つ
い
て 

（
亀
田 

記
） 

 

文
京
槐
の
会
理
事
会 

令
和
6
年
10
月
29
日
（
火
）
10
：
00
〜
11
：
10

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
障
害
者
会
館 

上
半
期
の
事
業
報
告
な
ど 

　
　
　 （
亀
田 

記
） 

 
文
京
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
会 

令
和
６
年
11
月
５
日
（
火
）
14
：
00
〜
15
：
10 

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
Ｂ
1
多
目
的
室 

文
京
ア
カ
デ
ミ
ー
上
半
期
事
業
報
告
ほ
か 

（
伊
藤 

記
）

文
京
区
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
卓
球
大
会 

令
和
６
年
11
月
23
日
（
土
）
9
：
20
〜
15
：
00 

於
：
文
京
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

出
席
者
：
6
名 

小
学
校
20
校
に
よ
る
卓
球
大
会 

　 （
今
井 

記
） 

 

児
童
相
談
所
内
覧
・
説
明
会
議 

令
和
6
年
12
月
2
日
（
月
）
16
：
00
〜
17
：
30 

於
：
文
京
区
児
童
相
談
所 

出
席
者
：
6
名 

他
2
名 

令
和
7
年
4
月
開
設
さ
れ
る
児
童
相
談
所
の
説
明 

（
伊
藤 

記
） 

 

文
京
区
立
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
懇
親
会 

令
和
6
年
12
月
16
日
（
月
）
18
：
30
〜
20
：
15 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
3
Ａ 

区
立
中
学
校
の
活
動
に
つ
い
て 

　 （
亀
田 

記
） 

 

Ｂ-

ｌ
ａ
ｂ
開
設
10
周
年
記
念
報
告
会 

令
和
7
年
1
月
24
日
（
金
）
18
：
00
〜
20
：
00 

於
：
文
京
区
教
育
セ
ン
タ
ー
2
階 

開
設
の
経
緯
、
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
講
演 

（
亀
田 

記
） 

そ
の
他
、
区
立
小
中
学
校
の
行
事
、
学
校
運
営
協

議
会
、
学
校
運
営
連
絡
協
議
会
等
に
出
席

出
席
者
：
8
名 

理
事
会
に
つ
い
て
、
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
組

織
運
営
連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
、
後
期
事
業
に

つ
い
て 

　
　
　
　
　  

 

令
和
6
年
11
月
1
日
（
金
）
18
：
30
〜
19
：
45 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
2
Ｆ
　
Ａ
室

出
席
者
：
7
名 

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
組
織
運
営
協
議
会
次
年

度
打
合
せ 

年
末
全
員
集
会
、
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
青
少
年
委

員
代
表
と
の
意
見
交
換
会
打
合
せ   

 

令
和
6
年
12
月
2
日
（
月
）
18
：
30
〜
19
：
30 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
４
Ａ 

出
席
者
：
8
名 

年
末
全
員
集
会
・
新
年
集
会
打
合
せ

令
和
7
年
2
月
１
日
（
土
）
18
：
30
〜
19
：
50 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
2
Ｂ 

出
席
者
：
8
名 

合
同
班
会
に
つ
い
て
他 

　
　
　
　 （
伊
藤 

記
）

 

■
正
副
会
長
・
部
長
・
総
務
部
会
議

令
和
7
年
1
月
7
日
（
火
）
11
：
45
〜
13
：
30 

於
：
後
楽
園
飯
店 

出
席
者
：
16
名 

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

　 （
伊
藤 

記
） 

 

■
理
事
役
員
会
議 

令
和
6
年
10
月
17
日
（
木
）
18
：
30
〜
19
：
30 

於
：
礫
川
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー 

出
席
者
：
28
名 

上
半
期
の
各
部
、
各
班
活
動
報
告 

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
組
織
運
営
連
絡
協
議
会

に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
伊
藤 

記
） 

■
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
組
織
運
営
連
絡
協
議

会
検
討
会
議 

令
和
6
年
10
月
23
日
（
水
）
18
：
30
～
20
：
00 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
4
Ａ 

出
席
者
：
15
名 

当
日
の
意
見
文
の
内
容
を
４
区
各
々
検
討 

（
伊
藤 

記
） 

■
総
務
部
会
議 

令
和
６
年
11
月
21
日
（
木
）
18
：
30
〜
19
：
30 

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
Ｂ 

出
席
者
：
12
名 

年
末
全
員
集
会
の
打
合
せ
ほ
か 

　 （
伊
藤 

記
） 

■
地
域
活
動
部
会
議

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

文
京
矯
正
展
前
日
打
合
せ 

令
和
6
年
7
月
10
日
（
水
）
16
：
00
〜
17
：
00 

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
区
民
ひ
ろ
ば

出
席
者
：
6
名
　
他
13
名 

文
京
矯
正
展
の
準
備
と
打
合
せ 

　 （
関
口 

記
） 

令
和
6
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章	

伊
藤 

泰
子
氏

	

山
本 

諭
　
氏

令
和
6
年
秋
の
褒
章

藍
綬
褒
章	

諏
訪 

紀
子
氏

新
任
保
護
司

令
和
6
年
12
月
22
日
付

本
富
士
班	

多
田 

あ
い
氏

大
塚
班	

柑
本 

美
和
氏

退
任
保
護
司

令
和
7
年
2
月
28
日
付

駒
込
班	

原
田 

　
実
氏

哀
悼

桐
友
会	

田
上 

侑
司
様

令
和
6
年
12
月
29
日
ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

会務報告
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文
京
区
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
へ
は

昭
和
61
年
か
ら
パ
ネ
ル
展
示
で
参
加
し
て
お

り
ま
す
。
2
枚
の
模
造
紙
に
当
会
の
概
要
や

活
動
紹
介
を
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
く
工
夫

を
し
て
、
毎
年
違
う
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト

を
考
え
、
更
女
活
動
の
主
旨
も
含
め
ア
ピ
ー

ル
部
分
も
強
調
し
な
が
ら
更
女
広
報
部
中
心

で
作
成
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て

か
ら
は
新
し
い
作
品
を
作
成
す
る
事
が
で
き

ず
、
そ
れ
ま
で
の
ポ
ス
タ
ー
の
中
か
ら
選
ん
だ

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
そ

ん
な
歴
代
の
広
報
部
の
思
い
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
新
し
く
ポ
ス
タ
ー
印
刷
し
ま
し
た
。
他

に
毎
年
編
集
発
行
し
て
い
る
機
関
紙
『
文
京

更
女
』
や
更
生
保
護
の
チ
ラ
シ
、
更
生
保
護

　
段
々
と
秋
の
気
配
を
感
じ
る
10
月
28
日
に
荒

川
区
更
生
保
護
女
性
会
主
催
の
研
修
会
が
サ
ン

ポ
ッ
プ
町
屋
ム
ー
ブ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
来
賓
の
方
々
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
荒
川
区
子
ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー
副
所
長

の
佐
藤
彰
洋
氏
よ
り
子
ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー

の
現
状
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
荒
川
区
役
所
の
同
じ
組
織
内
に

令
和
2
年
に
開
設
し
た
児
相
機
能
が
あ
る
施
設

で
す
。
そ
こ
で
は
子
供
に
対
す
る
暴
力
や
心
理
的

虐
待
、
性
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

な
ど
を
受
け
た
子
供
の
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
相
談
所
や
警
察
に
子
供
自
身
が
訴

え
に
来
る
事
例
も
あ
る
と
の
事
で
少
し
驚
き
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
子
供
達
の
異
変
を
ま
わ
り
で
発

見
し
た
ら
速
や
か
に
通
告
す
る
義
務
が
一
般
の

人
々
に
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
保
護
さ
れ
た
子
供

に
は
里
親
制
度
も
あ
り
、
施
設
よ
り
も
安
定
し

た
愛
情
を
築
き
や
す
い
と
言
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
ん
な
一
時
的
な
保
護
所
で
も
あ
る
施
設
で
す

が
、
児
相
の
関
与
で
全
て
解
決
と
は
な
ら
ず
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
下
町

の
良
い
意
味
で
の
お
せ
っ
か
い
効
果
と
、
区
民
と

行
政
の
心
理
的
距
離
の
近
さ
を
感
じ
、
う
ら
や

ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
が
、
文
京
区
に
も
児
童
相

談
所
が
令
和
7
年
4
月
に
開
設
予
定
だ
そ
う
で

す
。
期
待
し
な
が
ら
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

啓発広報活動パネル展示
文京区更生保護女性会広報部長　富田 直美

第 2 ブロック合同研修会に参加して
文京区更生保護女性会副会長　米岡 春美

文京区更生保護女性会

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ぬ
り
え
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
文
京
福
祉
セ
ン
タ
ー
江
戸
川
橋
で
開
催
さ

れ
る
文
京
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
祭
り
「
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
大
塚
地
区
の
更
女
が
担
当

し
、
開
催
中
は
他
の
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
地

域
の
情
報
交
換
な
ど
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
文
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

ま
つ
り
、
文
京
区
青
少
年
健
全
育
成
会
湯
島

地
区
「
地
域
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
」
等
に
随
時
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
々
に
更
生
保

護
女
性
会
の
活
動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
や
り
直
す
」
に
は

誰
か
の
助
け
が
必
要
で
す

本
富
士
班　

倉
住 
侯一郎

　
一
昨
年
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
入
会
し

た
。
若
い
頃
と
違
っ
て
ま
る
で
別
人
の

身
体
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な

自
分
に
出
く
わ
し
た
た
め
だ
。
マ
シ

ン
に
腰
掛
け
、
y
o
u
t
u
b
e
で

観
た
年
代
別
お
す
す
め
ウ
エ
イ
ト
に

セ
ッ
ト
。
グ
リ
ッ
プ
を
握
る
と
「
あ

れ
れ
っ
・
・
上
が
ら
ん
・
・
」。
予
想

を
超
え
る
早
さ
で
経
年
劣
化
し
た
身
体

を
知
っ
た
一
日
。
う
す
う
す
は
分
か
っ

て
い
た
が
決
定
的
だ
っ
た
入
会
初
日
。

真
面
目
に
通
お
う
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
た
帰
り
道
の
あ
の
日
。

　
と
い
う
も
の
の
、
何
か
理
由
を
見
付

け
て
は
「
今
日
は
行
け
な
い
な
」
と
や

り
過
ご
し
た
が
る
い
つ
も
自
分
に
甘
い

ま
ま
仕
事
ば
か
り
で
も
い
い
も
の
か
」

と
漠
然
と
し
た
不
安
感
は
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
妻
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
11

月
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
は
、
野
球
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
と
い
う
動
く
ボ
ー
ル
の
球
技
を

や
っ
て
き
た
の
で
、
ゴ
ル
フ
の
よ
う
に

止
ま
っ
た
ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
な
ど
簡

単
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
動
か
ぬ
ボ
ー
ル
を
自
分
の
思

う
方
向
に
狙
っ
た
距
離
で
打
つ
こ
と

は
、
本
当
に
難
し
い
。
レ
ッ
ス
ン
プ
ロ

に
習
い
つ
つ
週
３
～
５
回
は
毎
日
１
時

間
練
習
し
て
も
、
全
く
思
う
よ
う
に

ボ
ー
ル
が
打
て
ま
せ
ん
。
ゴ
ル
フ
場
で

ド
ラ
イ
バ
ー
が
曲
が
っ
た
り
バ
ン
カ
ー

に
捕
ま
っ
た
り
す
る
と
悔
し
い
。

　
で
も
、
実
に
楽
し
い
。
思
い
通
り
に

出
来
な
い
こ
と
さ
え
も
面
白
い
。
き
っ

と
、初
め
て
夫
婦
共
通
の
趣
味
を
持
ち
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
私
の

生
き
甲
斐
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

ホ
ッ
と
一
息

Break Time

あ
と
が
き

　「
セ
ン
セ
、
元
気
で
や
っ
て
ま
す
よ
ぉ
ー
」。

携
帯
に
あ
の
人
の
名
前
が
出
る
と
、
期
間
中
の

事
を
思
い
出
し
て
、少
し
は
ド
キ
ッ
と
す
る
が
、

本
当
に
た
ま
に
あ
る
電
話
は
、
大
抵
は
こ
ん
な

内
容
だ
。
た
わ
い
も
な
い
二
、三
言
の
会
話
を

し
て
切
っ
た
後
、
思
わ
ず
胸
の
奥
か
ら
ふ
つ
ふ

つ
と
湧
い
て
く
る
も
の
を
ど
う
表
現
す
れ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
。
ド
ラ
マ
に
あ
る
よ
う
な
、
露
出

さ
れ
る
感
情
で
は
な
く
、
少
し
だ
け
顔
が
ニ

コ
ッ
と
ほ
ど
け
る
よ
う
な
、
静
か
な
喜
び
。
自

己
に
完
結
し
て
い
な
い
、
穏
や
か
な
満
足
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
最
近
主
任
官
の
書
い
た
報

告
書
を
読
ん
で
腰
を
抜
か
し
た
。
知
識
と
論
考

と
観
察
眼
を
研
く
と
こ
ん
な
文
章
に
な
る
の

か
。
そ
れ
に
比
べ
て
何
と
自
分
は
感
覚
人
間
な

の
か
。
反
省
と
努
力
は
す
る
が
、
そ
れ
も
ま
た

自
分
の
強
み
な
の
だ
と
甘
い
点
を
つ
け
て
い
る
。

塩
川 

浩
司

〈
広
報
部
〉	  

森
山
　
堀
内
　
山
田
　
大
橋
　
米
岡

　
　
　
　
浅
川
　
根
尾
　
岸
田
　
岡
崎
　
西
川

　
　
　
　
塩
川
　
市
原
　
菊
川

情
報
　
第
五
八
六
号

編　

集
　
文
京
区
保
護
司
会
　
広
報
部

発
行
人
　
文
京
区
保
護
司
会
会
長
　
亀
田
一
良

事
務
局
　
文
京
区
春
日
一ｰ

一
六ｰ

二
一

　
　
　
　
文
京
区
役
所
福
祉
政
策
課
内

印
刷
所
　
企
画
・
宣
伝
協
同
組
合

　
　
　
　
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
事
業
本
部

私
。
そ
ん
な
時
は
も
う
一
人
の
私
に
助

け
て
も
ら
う
。
定
期
的
に
自
分
自
身
へ

「
と
に
か
く
今
日
は
ジ
ム
の
中
ま
で
入

ろ
う
よ
」
と
つ
ぶ
や
き
、「
入
っ
た
の

な
ら
準
備
運
動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
く
ら
い

や
っ
て
い
こ
う
よ
」
と
囁
き
、
そ
し
て

「
せ
め
て
1
セ
ッ
ト
だ
け
で
も
や
っ
て

い
っ
た
ら
？
」
と
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

を
踏
ま
せ
て
い
く
。
そ
ん
な
繰
り
返
し

で
毎
度
毎
度
い
つ
も
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ

な
し
て
い
る
。
も
う
一
人
の
自
分
に
感

謝
。
今
日
も
ど
う
に
か

ホ
ッ
と
一
息
。

⃝
⃝
⃝

夫
婦
共
通
の
趣
味
を

持
つ
と
い
う
こ
と

本
富
士
班　

三
森 

敏
明

　
令
和
５
年
初
夏
に
両
親
を
相
次
い
で

亡
く
し
ま
し
た
。
で
も
、
私
は
仕
事
に

追
わ
れ
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
時

間
も
余
り
な
く
、
仕
事
ば
か
り
し
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
常
に
私
に
は
「
こ
の


